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概 要 
 平成8年から館長を併任されていた旧ウイルス第二部長の

宮村達男にかわり、4月から感染病理部長の佐多徹太郎が館長

を併任することになった。 

洋雑誌の本格的なオンライン化後、本研究所における洋雑

誌図書購入費は急激に増加している。図書館の予算は所内全

体の実行予算から支出されており、図書予算の膨張は人当予

算などの他の予算に影響を与えかねず、この膨張を食い止め

るべく予算委員会からも図書委員会に要望が寄せられてい

る。雑誌の購入選定については、毎年契約雑誌の見直しとオ

ンライン化を図ってきたところであるが、これら小手先の見

直しでは、雑誌の値上がりに伴う予算の増大に歯止めがかか

ることなく限界に来ている。これからも感染症の専門図書館

として運営していくためには、厚生労働省研究機関等と連携

したコンソーシアムの立ち上げ等を視野に入れつつ、感染研

図書館としての在り方に沿った形で、雑誌の新規購入、削減、

蔵書保管の原則について検討しなければならない。 

最近の雑誌の利用実績を見ても分かるように、電子ジャー

ナルの利用は年々増加しているが貸出複写の利用者は減少し

ており、図書館を利用する研究者が少なくなってきている。

わざわざ図書館に出向かなくても必要とする資料が手に入る

のは良いことであるが、関係機関間の相互利用でいえば、隣

接する国立国際医療センターとの複写無料サービスは感染研

側からの申し出により平成7年に実現したものであるが、最近

は医療センターに所蔵がある場合も医療センターに出向いて

利用するよりも他機関への文献複写依頼を選択する研究者が

多くなっている。 

図書館には豊富な資料と印刷体のみで購入している雑誌

や単行本もある。今後、より図書館を活用してもらうために

は、環境整備や新たなサービス提供の必要がある。 

1.  東京地区厚生労働省所属研究機関図書館館長会議は久し

く開催されていなかったが、国立保健医療科学院の呼びかけ

で、国立医薬品食品衛生研究所、国立社会保障・人口問題研

究所及び当所の、図書館長または図書委員長及び情報センタ

ー長による「図書館／情報センター長会議（仮称）」が当所に

おいて開催された。ネットワークセキュリティー関係及び図

書業務関係について話し合い、図書購入に関しては各機関の

契約雑誌リストの交換、今後の分担収集調整、雑誌一括購入

案（複数機関で利用する電子ジャーナル等を科学院で一括契

約、厚労省で予算措置）等が話題となり、次回の検討事項と

なった。なお、この会議には独立行政法人の国立健康・栄養

研究所からも担当者が参加した。 

 

2.  図書館の環境について、柱と書架に挟まれて本が取り出

しにくい棚を閲覧室側に移動した。このために狭くなった閲

覧机の間にパーティションを置き、周囲を気にせず静かな空

間を確保できるようキャレルデスクとしての機能に近づけ

た。また、Windowsパソコン1台と目録カードケースを追加し、

カードケースは雑誌用と単行本用に分けた。 

 

3.  今までは特定の部室でのみ利用する雑誌については各部

室で保管している例があったが、雑誌の購入選定にあたり各

部室の購入希望をみると一部室のみの希望雑誌も多く見受け

られたことから、今後は図書予算で購入した雑誌については

原則図書館で所蔵することとし、利用実績調査の対象とする

こととなった。 

 

4.  雑誌の購入選定について、図書購入検討ワーキング・グ

ループを設立し、洋雑誌の選定方法について検討した。購入

を中止する雑誌を選出するのではなく、感染研として必要な

雑誌を積み上げる案を臨時図書委員会（平成18年７月10日）

及び通常委員会（同10月11日）において提案、検討した。そ

の結果、図書購入予算を数年前の金額に設定して前年の利用

実績が500以上の雑誌を優先して購入することとし、その残り

の金額を各センター、部、省令室に配分して利用実績が500

未満及び新規の雑誌について優先順位をつけてリストアッ

プ、３サイトマルチオンライン契約と印刷体購入の見積価格

と利用状況を考慮し、予算の目標額までの雑誌を印刷体かオ

ンライン契約かも含めて選定することになった。 

選定の結果、19年度契約の洋雑誌は、戸山：141誌、村山：

40誌、ハンセン：7誌となり、SceinceDirect及びCellPressは雑

誌を見直して継続、ASM11誌オンラインパッケージは継続し

て契約することとなった。 

和雑誌については継続購入とした。 

 

5.  平成18年度通常委員会において、戸山図書委員会の前年

度決算及び当年度予算案が了承された。 
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実績表

雑誌、単行本受け入れ状況
平成18年度

洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書

雑　　　　　　　誌 236 33 95 31 26 31

購　　　　　入 194 12 82 17 24 8

交　　　　　換 33 5 - - - -

寄　　　　　贈 9 16 13 14 2 23

単　　　行　　　本 151 84 71 96 2 2

購　　　　　入 69 16 50 62 2 -

寄　　　　　贈 82 68 21 34 - 2

注：１　「交換」とは、ＪＪＩＤとの交換雑誌である。
　　２　戸山の購入洋雑誌には、国内発行英文雑誌(3)を含む。
　　３　戸山の購入和雑誌には、国内発行英文雑誌(3)を含まない。

文献相互貸借状況
平成18年度

供与 依頼 供与 依頼 供与 依頼

総　　数 718 538 316 593 - 35

国立感染症研究所 134 40 46 117 - 23

戸　　山 ･ ･ 40 117 - 17

村　　山 117 40 ･ ･ - 6

ハンセン 17 - 6 - ･ ･

国立感染症研究所以外の機関 584 498 270 476 - 12

国立保健医療科学院 25 25 15 25 - -

国立医薬品食品衛生研究所 243 3 111 17 - -

国立国際医療センター 166 39 6 8 - -

国立成育医療センター - - - - - -

(独)国立健康・栄養研究所 ･ ･ 9 9 - -

(独)動物衛生研究所 96 44 92 24 - 3

(独)畜産草研究所 17 27 9 5 - -

(独)霊長類医科学研究センター 9 - 1 - - -

その他の国・県の機関((独)含) - 5 11 2 - -

地方衛生研究所 5 - 1 - - -

国公立病院 9 - 4 - - -

国公立大学図書館 8 287 3 350 - -

国際医学情報センター 1 15 - 7 - -

私立病院 2 - - 1 - -

私立大学図書館 2 47 6 14 - 8

企業 1 - - - - -

その他 - 6 2 14 - 1

注：戸山の(独)健康・栄養研究所に対する数は把握していない。

戸　　山 村　　山 ハンセン

ハンセン
機　関　名

戸　　山 村　　山
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雑誌別利用状況の年次推移

洋雑誌（利用回数上位50誌）

18年(2006) 17年('05) 16年('04)

利用回数 利用回数 利用回数

複写
貸

出
電子

ｼﾞｬｰﾅﾙ
複写

貸

出
電子

ｼﾞｬｰﾅﾙ
複写

貸

出
電子

ｼﾞｬｰﾅﾙ

1 2 1 Nature 19,068 84 - 18,984 5,265 119 2 5,144 2,766 262 1 2,503

2 3 2 Journal of Virology 16,424 80 2 16,342 17,857 126 11 17,720 15,687 222 11 15,454

3 13 3 Journal of Biological Chemistry 9,076 38 - 9,038 10,547 137 1 10,409 12,606 234 1 12,371

4 11 4 PNAS:Proceedings of the National Academy of Science of the USA 7,386 44 1 7,341 6,925 68 - 6,857 7,556 183 3 7,370

5 18 5 Journal of Immunology 6,065 35 3 6,027 5,466 51 - 5,415 5,020 188 - 4,832

6 7 7 Journal of Clinical Microbiology 5,215 52 1 5,162 6,846 43 2 6,801 5,124 48 2 5,074

7 61 6 EMBO Journal 5,182 10 1 5,171 2,255 38 - 2,217 771 90 2 679

8 6 8 Science 4,541 53 - 4,488 10,434 91 1 10,342 13,746 156 2 13,588

9 1 10 Virology 3,693 97 5 3,591 3,022 122 8 2,892 2,642 177 9 2,456

10 94 9 Antimicrobial Agents and Chemotherapy 3,625 5 - 3,620 4,076 4 - 4,072 3,721 10 - 3,711

11 14 11 Infection & Immunity 3,491 37 - 3,454 4,448 35 - 4,413 4,639 115 - 4,524

12 4 12 Journal of General Virology 3,173 64 - 3,109 3,427 78 1 3,348 2,148 108 2 2,038

13 43 13 JB:Journal of Bacteriology 2,785 14 - 2,771 3,369 12 - 3,357 2,776 36 1 2,739

14 8 14 Cell 2,514 51 - 2,463 2,464 69 1 2,394 2,817 156 1 2,660

15 26 15 Vaccine 2,443 21 - 2,422 2,493 64 - 2,429 2,086 127 - 1,959

16 120 16 Blood 2,287 3 - 2,284 2,103 10 - 2,093 1,712 89 2 1,621

17 20 17 BBRC:Biochemical and Biophysical Research Communications 2,102 26 2 2,074 1,961 40 1 1,920 1,971 71 1 1,899

18 67 18 Journal of Experimental Medicine 1,816 8 - 1,808 1,983 18 - 1,965 1,990 104 4 1,882

19 19 19 LANCET 1,638 31 - 1,607 1,173 51 - 1,122 1,570 118 1 1,451

20 27 20 Journal of Virological Methods 1,447 21 - 1,426 1,007 13 - 994 688 28 - 660

21 9 22 Molecular Microbiology 1,368 50 - 1,318 1,001 34 - 967 1,170 48 - 1,122

22 69 21 Journal of Cell Biology 1,353 7 - 1,346 1,251 13 3 1,235 1,595 41 2 1,552

23 106 23 MCB:Molecular and Cellular Biology 1,286 4 - 1,282 2,261 17 1 2,243 2,435 51 - 2,384

24 78 24 Cancer Research 1,268 6 - 1,262 1,092 15 - 1,077 1,013 68 - 945

25 50 25 Nature Medicine 1,242 12 - 1,230 1,776 39 - 1,737 1,163 82 - 1,081

26 121 26 Applied and Environmental Microbiology 1,133 3 - 1,130 1,369 8 - 1,361 1,201 15 - 1,186

27 57 27 BMJ:British Medical Journal 1,098 11 - 1,087 953 12 - 941 1,145 64 - 1,081

28 33 28 BBA:Biochimica et Biophysica Acta 1,077 16 1 1,060 863 39 1 823 799 65 1 733

29 28 29 FEMS Microbiology 1,061 21 - 1,040 1,350 24 - 1,326 1,285 27 - 1,258

30 63 30 Nucleic Acids Research 1,040 9 - 1,031 1,148 33 1 1,114 1,087 36 1 1,050

31 122 31 Nature Immunology 1,018 3 - 1,015 1,248 6 - 1,242 1,056 32 - 1,024

32 107 32 Immunity 1,011 4 - 1,007 814 13 - 801 793 33 - 760

33 51 33 Microbiology 903 12 1 890 1,078 10 - 1,068 956 1 1 954

34 30 34 JAMA:Journal of the American Medical Association 889 20 - 869 815 72 - 743 192 192 - ･

35 95 35 Virus Research 870 5 - 865 995 13 - 982 577 11 - 566

36 79 36 FEBS Letters 855 6 - 849 854 25 - 829 957 42 1 914

37 37 37 JMB:Journal of Molecular Biology 847 16 1 830 666 18 - 648 670 39 - 631

38 123 38 Molecular Cell 762 3 - 759 1,068 6 - 1,062 1,089 15 - 1,074

39 52 40 Microbes and Infection 744 12 1 731 733 10 - 723 503 10 2 491

40 96 39 Oncogene 740 5 - 735 661 14 - 647 680 43 1 636

41 108 41 Molecular Biology of the Cell 677 4 - 673 840 5 - 835 969 16 - 953

42 58 42 Journal of Clinical Virology 647 11 1 635 740 13 - 727 392 6 - 386

43 157 43 Clinical Microbiology Reviews 634 1 1 632 430 4 1 425 518 7 - 511

44 109 44 Genes & Development 599 4 - 595 976 14 - 962 914 26 - 888

45 80 45 Journal of Medical Microbiology 587 6 - 581 655 3 - 652 369 3 1 365

46 110 46 American Journal of Pathology 512 4 - 508 433 10 - 423 401 4 - 397

47 81 47 Clinical and vaccine immunology  (formerly:CDLI) 504 6 - 498 456 4 - 452 447 3 - 444

48 136 48 Nature Reviews:Microbiology 497 2 - 495 496 3 - 493 320 35 - 285

49 182 49 Journal of Leukocyte Biology 475 - - 475 398 5 - 393 425 13 - 412

50 38 51 American Journal of Epidemiology 469 16 - 453 543 49 - 494 332 59 - 273

和雑誌（利用回数上位10誌）

1 1 - 蛋白質・核酸・酵素 59 55 4 ･ 70 67 3 ･ 126 122 4 ･

2 3 - 実験医学 53 37 16 ･ 76 65 11 ･ 110 102 8 ･

3 2 - 細胞工学 47 41 6 ･ 46 43 3 ･ 50 48 2 ･

4 4 - 感染症学雑誌 35 35 - ･ 40 39 1 ･ 16 16 - ･

5 5 - 生化学 14 14 - ･ 15 15 - ･ ･ ･ ･ ･

6 6 - 医学のあゆみ（＋別冊学会案内） 13 12 1 ･ 13 13 - ･ 45 37 8 ･

7 7 - 日経サイエンス 12 11 1 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

8 8 - 日本細菌学雑誌 10 10 - ･ 11 11 - ･ 11 11 - ･

8 8 - 臨床免疫・アレルギー科　（前誌：臨床免疫） 10 10 - ･ 8 7 1 ･ 51 51 - ･

10 10 - ウイルス 9 9 - ･ 9 9 - ･ 21 19 2 ･

注：１　電子ジャーナル利用回数は、電子ジャーナルのサイトがあり、利用回数がカウントできるものについて計上した。「･」は、カウント不可のもの。

　　　また、雑誌によりアクセスの方法が異なる（single accessなど）。
　　２　複写貸出回数は、平成18年は1月～12月、平成17年以前は4月～翌3月の実績。平成17年9月以降は、健康・栄養研究所員による複写回数を計上していない。

　　３　電子ジャーナル利用回数は、1月～12月の実績（感染症研究所３庁舎及び健康・栄養研究所の利用実績を含む）。

平成18年順位

雑　　誌　　名利用

回数

計

複写
電子

ｼﾞｬｰ

ﾅﾙ
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[J. J. I. D. について] 
 平成１８年度は vol. ５９ no. １–６を刊行し、１２月
には "Annual Report on Findings of Infectious Agents 
in Japan 2002" を vol. ５６, Supplementとして発行

した。 

  本年度の編集委員の交代は、４月に倉田 毅、竹森利
忠、西島正弘が退官し、森 亨、脇田隆字、花田賢太郎

が加わり、７月に小林和夫が入った。非常勤職員の安 虹

が８月に退職し、小柳由貴子に替わった。 
 研究所全体の予算状況からJJIDの経費も見直すことに

なった。１号当たりの掲載数を減らさないように、

REFERENCESのスタイルを見直し、活字を小さくした。
所内、国内に配布していた印刷体を再検討し、印刷部数の

削減を行なった。 

 感染研でセミナーを行った演者及び１８年３月３１日

をもって退官した方々に reviewを投稿して頂くようにお

願いした。ご協力頂いた方々に改めて御礼を申し上げる。 

 今年度の概略は以下の通りである。 

発行部数 ９５０→８３０部 漸次削減 
発送先  国内－大学, 衛研等   ３００→２２０機関 
     海外－大学, 研究所等 ５００機関  
（約７５ヶ国） 

投稿論文数 感染研内  １３編 
      他国内   ６６編 
      海外   １８４編 
採択率   ３５％ 

  

Japanese Journal of Infectious Diseases 

Volume 59, 2006 Contents  

No. 1, February 

Invited Review 
Measles Virus Receptors and Tropism: Yusuke Yanagi, 
Makoto Takeda, Shinji Ohno and Fumio Seki…………..1-5 

Original Articles 

Prophylactic Valacyclovir to Prevent Outbreaks of Primary 

Herpes Gladiatorum at a 28-Day Wrestling Camp: B.J. 

Anderson.........................................................................6-9 

Staphylococcus aureus Nasal Carriage and Associated Factors 

in Type 2 Diabetic Patients: Ali Tamer, Oguz Karabay and 

Hasan Ekerbicer..........................................................10-14 

Characterization of Salmonella Isolated in Okinawa, Japan: 

Jun Kudaka, Kiyomasa Itokazu, Katsuya Taira, Aiko Iwai, 

Miwa Kondo, Tamaki Susa and Masaaki Iwanaga…...15-19 
Standardization of Regional Reference for Mamushi 

(Gloydius blomhoffii) Antivenom in Japan, Korea, and 

China: Tadashi Fukuda, Masaaki Iwaki, Seung Hwa Hong, 

Ho Jung Oh, Zhu Wei, Kazunori Morokuma, Kunio 

Ohkuma, Lei Dianliang, Yoshichika Arakawa and 

Motohide Takahashi…….............................................20-24 

Prevalence and Clinical Significance of HGV/GBV-C 

Infection in Patients with Chronic Hepatitis B or C: 

Jeng-Fu Yang, Chia-Yen Dai, Wan-Long Chuang, Wen-Yi 

Lin, Zu-Yau Lin, Shinn-Cherng Chen, Ming-Yuh Hsieh, 

Liang-Yen Wang, Jung-Fa Tasi, Wen-Yu Chang and 

Ming-Lung Yu.............................................................25-30 

Epidemiological Studies on Bartonella quintana Infections 

among Homeless People in Tokyo, Japan: Naomi Seki, 

Toshinori Sasaki, Kyoko Sawabe, Tsuguo Sasaki, Mayumi 

Matsuoka, Yoshichika Arakawa, Eiji Marui and Mutsuo 

Kobayashi……………………………….....................31-35 

Genetic Analyses of Beta-Lactamase Negative Ampicillin- 

Resistant Strains of Haemophilus influenzae Isolated in 

Okinawa, Japan: Toru Kubota, Futoshi Higa, Nobuchika 

Kusano, Isamu Nakasone, Shusaku Haranaga, Masao 

Tateyama, Nobuhisa Yamane and Jiro Fujita…...........36-41 

YMDD Mutations and Genotypes of Hepatitis B Virus in 

Northern China: Di Li, Hong-Xi Gu, Shu-Yun Zhang, 

Zhao-Hua Zhong, Min Zhuang and Toshio Hattori…..42-45 

Development of a Real-Time PCR Assay for Detection and 

Quantification of Francisella tularensis: Osamu Fujita, 

Masashi Tatsumi, Kiyoshi Tanabayashi and Akio Yamada 

..……………….46-51 

Short Communications 

Actinomycosis as a Neglected Diagnosis of Mediastinal 

Mass: Abdolvahab Alborzi, Neda Pasyar and Jalil Nasi 

..........................52-53 

Characteristics of Listeria monocytogenes Isolated from 

Imported Meat in Japan: Fukiko Ueda, Kunitoshi 

Ogasawara and Ryo Hondo.........................................54-56 

Evaluation of the Diagnostic Efficacy of PCR for Ureaplasma 

urealyticum Infection in Indian Adults with Symptoms of 

Genital Discharge: Benu Dhawan, Vikas Gupta, Neena 

Khanna, Manjula Singh and Rama Chaudhry……......57-58 

Laboratory and Epidemiology Communications 

An Outbreak of Water-Borne Gastroenteritis Caused by 

Diarrheagenic Escherichia coli Possessing eae Gene: Ai 

Baba, Sumi Ebuchi, Kayo Uryu, Hiroshi Hiwaki, Kikuyo 

Ogata, Etsuko Washimi, Akio Hasegawa and Shizuo 

Utiyama……………………………………….………59-60 

Usefulness of PCR-Restriction Fragment Length Polymor- 
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phism Analysis of the Internal Transcribed Spacer Region 

of rDNA for Identification of Anisakis simplex Complex: 

Niichiro Abe, Kazunari Tominaga and Isao Kimata....60-62 

An Influenza AH3 Outbreak in a Hospital, Nara Prefecture, 

Japan, in Summer 2005: Yasushi Yonezawa, Yumiko Inoue, 

Yoshiteru Kitahori and Mamoru Nakano……………..62-63 

Seroprevalence of Human Herpesvirus 8 in the Vanuatu 

Islands in Eastern Melanesia: Masao Satoh, Akira Kaneko, 

Akatsuki Kokaze, Harutaka Katano and Tetsutaro Sata 

…………………63-65 

Characterization of the Outbreak-Derived Salmonella 

enterica Serovar Enteritidis Strains with Atypical Triple 

Sugar Iron and Simmons Citrate Reactions: Yoshito Iwade, 

Kazumichi Tamura, Akinori Yamauchi, Norichika H. 

Kumazawa, Yasuhiko Ito and Akira Sugiyama………65-66 

Virological Analysis of a Case of Dual Infection by Influenza 

A (H3N2) and B Viruses: Shin’ichi Shimada, Kenji 

Sadamasu, Takayuki Shinkai, Osamu Kakuta, Yoshinori 

Kikuchi, Michiyo Shinohara, Kazue Uchida, Rie Doi, 

Kyoko Kohmoto, Miho Shimizu and Setsuko Nakajima 

                                  ……..............67-68 

A Nosocomial Outbreak Due to Novel CTX-M-2-Producing 

  Strains of Citrobacter koseri in Hematological Ward: 

Tsuyoshi Muta, Nobuko Tsuruta, Yumiko Seki, Rika Ota, 

Satowa Suzuki, Naohiro Shibata, Koji Kato, Tetsuya Eto, 

Hisashi Gondo and Yoshichika Arakawa…….……….69-71 

 

No. 2, April 

Original Articles 

Comparison of Proteinase, Lipase and Alpha-Glucosidase 

Activities from the Clinical Isolates of Candida Species: 

Kusmarinah Bramono, Masashi Yamazaki, Ryoji Tsuboi 

and Hideoki Ogawa…...……………………………….73-76 

Mutations of Conserved Glycine Residues within the 

Membrane-Spanning Domain of Human Immunodeficiency 

Virus Type 1 gp41 Can Inhibit Membrane Fusion and 

Incorporation of Env onto Virions: Kosuke Miyauchi, 
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